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市政への一般質問 市政への一般質問

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

会　派　名 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 日本共産党 無会派

審
議
結
果

議  員  名

議  案  

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

専決処分の承認（降ひょう被害補助金・地域通貨発行業務）

議
　
長
（
※
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠

席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

令和３年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 認定

深谷市職員の定年等に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市職員の育児休業等に関する条例及び深谷市職員の勤
務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市個人番号の利用に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市手数料条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市議会議員及び深谷市長の選挙における選挙運動用自
動車の使用及びポスターの作成の公営に関する条例及び深
谷市議会議員及び深谷市長の選挙におけるビラの作成の公
営に関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産の取得（自動式心マッサージ器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結（ホフマン輪窯六号窯） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 可決

工事請負契約の変更契約の締結（旧渋沢邸「中の家」） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 可決

工事請負契約の変更契約の締結（原郷上野台線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

令和４年度深谷市一般会計補正予算(第４号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

国に対し「適格請求書等保存方式（インボイス制度）の実施を
中止するよう求める意見書」の提出を求める請願 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ × 不採択

９月定例会　議案に対する各議員の賛否 【 〇：賛成、×：反対 】

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
し
て
い
き
た
い

不
登
校
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
と
の
認
識
で
対
策
を

Q

不
登
校
と
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
、

年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
だ
が
、
本
市
の
現
状
は
。

A

コ
ロ
ナ
前
の
平
成
30
年
度
で
は
、
小

学
生
４
人
、
中
学
生
57
人
に
比
べ
、
本
市

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
3
年
度
で
は
、

小
学
生
19
人
、
中
学
生
１
１
２
人
で
あ
っ

た
。

Q

本
市
の
不
登
校
対
策
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

A

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
10
人
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
２
人
、

学
校
福
祉
相
談
員
を
４
人
配
置
し
、
相
談

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
き
い

き
教
室
、
い
き
い
き
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を

開
設
し
、
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
設
置

し
て
い
る
。
令
和
3
年
度
か
ら
は
、
学
校

内
に
ア
プ
ロ
ー
チ
ル
ー
ム
を
開
設
、
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
的
機
能
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

Q

平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
教
育

機
会
確
保
法
の
施
行
に
よ
り
、
不
登
校
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
大
き
く
変
わ

り
、
登
校
と
い
う
結
果
の
み
の
目
標
で
は

な
く
、
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
、

社
会
的
自
立
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
学

校
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ

る
が
そ
の
上
で
、
学
校
外
の
多
様
な
教
育

機
会
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
不

登
校
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る「
不
登
校
特
例
校
」の
取
組

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
不
登
校
特
例
校

に
対
す
る
認
識
は
。

A

全
国
で
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
こ
と

は
、
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
動
向
を
注

視
し
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

五
ご

間
ま

くみ子
こ

Q

本
田
第
１
、
本
田
第
２
、
本
田
中
央

の
児
童
が
通
学
に
利
用
し
て
い
る
が
、
道

路
幅
が
狭
く
、
歩
道
も
な
い
。
道
路
幅
を

広
げ
る
整
備
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

A

市
道
Ｓ
２
２
０
号
は
、
川
本
南
小
学

校
の
指
定
通
学
路
で
あ
り
、
大
型
車
両
が

通
行
す
る
路
線
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成

18
年
度
に
連
名
で
歩
道
の
設
置
も
し
く
は

道
路
拡
幅
の
申
出
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

自
治
会
の
優
先
順
位
を
踏
ま
え
、
道
路
の

状
況
や
事
業
効
果
な
ど
の
評
価
結
果
に
基

づ
き
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら

整
備
箇
所
を
選
定
し
て
い
く
。

Q

県
道
深
谷
嵐
山
線
の
西
側
は
排
水
路

に
蓋
掛
け
を
し
、
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。
東
側
も
同
様
に
排
水
路
へ
の
蓋

掛
け
を
早
急
に
行
い
、
生
徒
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

A

川
本
中
学
校
の
指
定
通
学
路
で
多
く

の
生
徒
が
通
行
し
て
い
る
路
線
で
あ
る
が
、

生
活
道
路
整
備
申
出
書
の
提
出
が
な
い
た

め
、
関
係
自
治
会
で
検
討
を
お
願
い
す
る
。

●
道
路
の
安
全
運
行
に
つ
い
て

Q

重
忠
橋
か
ら
県
道
寄
居
熊
谷
線
間
の

市
道
に
つ
い
て
、
当
初
は
広
域
農
道
と
し

て
の
利
用
目
的
か
ら
地
元
も
賛
成
し
た
が
、

現
在
は
ト
レ
ー
ラ
ー
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

交
通
量
が
激
増
し
、
か
な
り
危
険
で
あ
る
。

交
通
規
制
を
早
期
に
求
め
る
。

A

当
初
は
広
域
農
道
と
し
て
県
が
整
備

し
、
そ
の
後
移
管
を
受
け
た
市
で
、
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
そ
の
利
便

性
か
ら
多
く
の
車
両
が
利
用
し
て
い
る
。

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
警
察
の
管
轄
と
な

る
た
め
、
所
管
先
で
あ
る
寄
居
警
察
署
に

対
し
安
全
対
策
の
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

自
治
会
の
優
先
順
位
、
道
路
の
状
況
を
配
慮
し
整
備
を
進
め
る

通
学
路
の
安
全
対
策
を
早
期
に
求
め
る

永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

市道S220号

Q

市
民
に
な
じ
ん
だ
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ

ト
は
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
論
語
の
里
と
観

光
回
遊
性
を
も
た
ら
す
。
た
と
え
ば
旧
岡

部
公
民
館
な
ど
を
活
用
す
る
考
え
は
。

A

官
民
含
め
て
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

　
●
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
備
設
置
の
考
え

方
は

Q

小
川
町
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
見

直
し
な
ど
、
条
例
で
開
発
を
規
制
す
る
市

町
も
増
え
て
い
る
。
本
市
は
ど
う
か
。

A

平
成
30
年
策
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

地
域
と
業
者
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。

Q

平
地
が
ち
で
農
業
を
い
か
し
た
活
性

化
を
進
め
る
本
市
。
太
陽
光
発
電
施
設
と

農
村
の
景
観
を
考
え
る
市
の
部
署
は
。

A

各
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
く
し

か
な
い
。

●
「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｉ
）
」
へ
の
取
組
は

Q

こ
ど
も
基
本
法
と
全
国
５
自
治
体
が

実
践
の
「
ユ
ニ
セ
フ
日
本
型
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｉ
」

は
考
え
方
が
同
じ
。
本
市
の
取
組
は
。

A

こ
ど
も
家
庭
庁
な
ど
国
の
施
策
や
、

他
自
治
体
の
取
組
や
評
価
を
勘
案
し
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q

今
回
視
察
し
た
東
京
都
町
田
市
の
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
の
意
見
を

多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
本
市
で
計
画
中

の
こ
ど
も
館
で
は
ど
う
か
。

A

国
の
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規
定

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
が
意
見
を
述
べ
る
場

の
提
供
や
先
進
事
例
を
参
考
に
、
子
ど
も

の
視
点
等
を
生
か
す
取
組
を
検
討
す
る
。

安
全
性
の
問
題
で
難
し
い
。
解
体
後
に
用
地
売
却
の
予
定

旧
消
防
署
藤
沢
分
署
を
商
業
施
設
に
活
用
で
き
な
い
か

旧深谷消防署藤沢分署は昭和 47年造

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
C
D
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
T
E
L
5
7
3
ー

6
5
6
3
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉


